J れ からの 戯曲 

岸 田國士 



文学の 一 部門た る 戯曲が 文学の 大勢に 従 はない 訳 は 

ない。 それで 「これからの 戯曲」 とい ふ 問題 は 「これ 

からの 文学」 が 如何なる もので あるか を 解決す る こと 

によって、 自ら 明らかになる 訳で あるが、 然し、 それ 

だけで はま だ 十分で はない。 何と なれば、 文学の 中で 

も、 小説 は 小説、 抒情詩 は 抒情詩、 戯曲 は 戯曲で、 そ 

れ ぞれ、 ジャンル (様式) としての 進化 を 遂げな けれ 

ばなら ないから である。 故に、 「これからの 戯曲」 は 「こ 

れ からの 文学」 なる 一 般 特質 を 有つ であらう と 同時に 

その 特質と 並んで、 別に 一 つの 特質 を 示さなければ な 

らな いこと になる ので ある。 



なる ので ある。 

公衆 は、 舞台に 「物語」 を 要求す る 愚 さを覚 るで あ 

らう。 「どうなる か」 とい ふ 興味に つながれて 幕の 上 

るの を 待た なくなる であらう。 人物の 一 言 一語、 一挙 

一 動が 醸し だす イマ アジ ュ の 重畳 は 恰も 音楽の 各ノォ 

トが 作り出す 諧調に 似た 効果 を 生じる， J とに 気づく で 

あらう。 俳優の 科白 は、 単に 「筋」 を 伝へ る もので は 

なく、 常に、 ある 「演劇的 モメント」 を 蔵して ゐるこ 

とがわ かるで あらう。 

戯曲 家 は、 そこで 初めて、 真の 芸術家と なり 得る の 

である。 



一、 活動写真の 進歩 は、 演劇の 領土 を 狭く した こと 

は 事実で ある。 演劇の 眼に のみ 訴 へる 部分 は 悉く 活動 

写真と いふ 自由な 表現形式に 圧倒され た 観が ある。 こ 

の 結果 は、 演劇に 於け る 「台詞」 の 位置 を 確立せ しめ 

た。 演劇 は、 一 層 戯曲の 言葉に 頼らなければ ならな く 

なった。 この 意味で 「これからの 戯曲」 は、 いは ゆる 

「観る ための 演劇」 より 「聴く ための 演劇」 に、 より 以 

上 本質的 価値 を 発揮し なければ ならない であらう。 戯 

曲 家 は、 ゆ ゑに、 何よりも 詩人た る こと を 必要と する _ 

一、 従来の 戯曲 作法 は、 成るべく 場数 を少 くす る こ 

とを教 へた。 
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